酒田市民の防災に関する意識について
　住宅火災は他の火災と比較して発生件数が多く、死者数も多いことが特徴として挙げられます。また、住宅火災による死者の特徴として、高齢者が多いこと、就寝時間帯が多いこと、逃げ遅れが多いことが指摘されています。住宅火災による被害を軽減防止するためには日頃からの火の取扱いに注意することはもちろんですが、仮に火災が発生した際に、いち早く検出し通報することや、適切な初期消火を行うことも重要です。[image: image1.wmf]
　そこで、酒田市民を対象に、火災を起こさないための日頃の取り組み状況や、防火設備の設置状況、火災による被害の軽減防止に備えた地域での防火対策への関心について郵送法による質問紙調査を行いました。層化無作為抽出法により2000名を調査対象者として抽出し、結果的に787名からの回答を得ました。ここでは、地域での防火対策への関心について示します。

表　地域における防火対策への関心

	　
	隣近所での話合い
	防災訓練への参加
	消防団
	自主防災組織

	　
	したことがない
	今後したい
	したことがない
	今後したい
	知らない
	入る・入っている
	知らない
	入る・入っている
	関心あり

	女
	82.30%
	50.70%
	57.70%
	41.50%
	16.70%
	10.50%
	50.10%
	23.30%
	52.90%

	男
	73.60%
	53.40%
	38.40%
	47.10%
	15.40%
	21.50%
	31.90%
	48.70%
	70.80%

	20代
	88.60%
	33.30%
	70.50%
	22.60%
	25.00%
	13.60%
	77.30%
	11.40%
	40.90%

	30代
	92.90%
	23.10%
	58.80%
	30.00%
	10.60%
	8.20%
	62.40%
	15.30%
	37.60%

	40代
	87.80%
	45.80%
	41.50%
	44.10%
	11.00%
	14.60%
	48.80%
	30.50%
	53.70%

	50代前半
	77.30%
	57.10%
	50.70%
	60.50%
	6.70%
	24.00%
	38.70%
	39.20%
	57.30%

	50代後半
	76.20%
	52.60%
	55.40%
	62.50%
	20.80%
	13.00%
	44.00%
	32.70%
	58.40%

	60代前半
	78.70%
	63.10%
	46.30%
	40.00%
	21.30%
	14.80%
	35.20%
	44.40%
	65.70%

	60代後半
	73.20%
	63.80%
	40.20%
	42.40%
	13.60%
	20.70%
	23.50%
	40.20%
	72.00%

	70歳以上
	68.60%
	64.70%
	45.00%
	41.30%
	18.80%
	14.50%
	34.30%
	41.00%
	74.70%

	所有
	77.50%
	53.80%
	47.60%
	47.10%
	15.30%
	16.00%
	40.20%
	35.90%
	62.40%

	賃貸
	91.00%
	32.90%
	62.80%
	22.40%
	20.50%
	9.00%
	62.80%
	16.70%
	43.60%

	同居あり
	78.70%
	50.60%
	48.80%
	43.60%
	16.20%
	16.10%
	42.30%
	34.80%
	60.30%

	同居なし
	77.80%
	64.60%
	57.10%
	44.40%
	16.10%
	3.30%
	42.90%
	23.70%
	60.00%

	全体
	78.60%
	51.80%
	49.50%
	43.40%
	16.20%
	15.20%
	42.40%
	34.10%
	60.50%


この表からは、全体的に若い世代の関心が低いように思われます。事故や災害は誰にでも発生しうる事象です。他人事ではなく自らの問題として考える必要があると思います。

